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6月号『持論』への会員からのご意見に答えて

石川保険医新聞編集長

大平　政樹　先生　御侍史

拝　啓

『石川保険医新聞』６月15日号「持論」について一部誤解をまねく恐れのある

部分があります。以下、気になる部分を含め少し私の考えを述べます。

外来管理加算に関してはご意見の通りです。相当以前から機会あるごとに要望

されておりますが、いまだ受け入れられない状況です。今回取り上げていただい

たことに感謝致します。

白内障手術の減点について少し補足します。点数表上では白内障手術は若干増

点ないし不変になっておりますが、従来は注で認められていた「白内障手術と併

せ行った眼内レンズ挿入術」が削除され、白内障手術のほとんどである白内障・

眼内レンズ挿入術が大幅に減点となったものです。眼内レンズ挿入術には材料費

である眼内レンズ代がかなり含まれており、複数の手術で主となる手術に従たる

手術の50％を加算する方法では材料費の評価に問題を起こします。「持論」筆者

を含め多くの眼科医が不合理を感じているのは当然と考えます。

「持論」では取り上げられていませんが白内障・眼内レンズ挿入術をめぐるも

う一つの問題点を指摘しておきます。それは短期滞在手術基本料です。短期滞在

手術基本料１は局所麻酔で日帰り手術を対象としていると思いますが、施設基準

で「常勤の麻酔医が複数勤務」が定められております。眼科では眼内レンズ挿入

術が適応ですが、この届出をした眼科施設は皆無と聞きます。何のための点数新

設でしょうか。

誤解をまねく恐れがあるのは網膜光凝固術の部分です。糖尿病性網膜症に対す

る網膜光凝固術は本症による失明を可能な限り防止する上で極めて重要なもので

あることは周知のことと思います。糖尿病性網膜症に対する網膜光凝固術のその

他特殊なものは汎網膜光凝固術を対象としたものです。汎網膜光凝固術は特殊レ

ンズを使い、血管などへの誤照射を避けながら注意深く数千個の光凝固斑を四回

前後に分け施行するもので、手術点数はこれを一連と評価したものです。白内障

手術と比較してどちらがやさしいかなどの不毛な議論は避けますが、この手術が

「技術的にも白内障に比べて極めて簡単」とは言えないと思います。本手術によ

り患者負担が急増することが憂慮されますが、患者負担の上限を下げるなどの別

の施策で救済するのが本筋と考えます。

石川保険医新聞の日頃からの医療保険の適正化にご尽力くださっていただいて

いることに敬意を表しております。今後ともなお一層よろしくお願い申し上げま

す。

敬　具

2000年６月30日
中川眼科クリニック

中　川　寛　忠

6月号『持論』に対する中川先生からのご意見 中川先生からのご意見に答えて
中川眼科クリニック

中川　寛忠　先生 御侍史

拝　啓

日ごと暑さが厳しくなりますが、先生におかれましては、ま

すますご清祥のことと心からお喜び申しあげます。

さて、このたび石川保険医新聞６月15日号の持論に対して、

誤解を招く表現があり、この点をご指摘いただき誠にありがと

うございました。「網膜光凝固術が白内障手術に比べて、技術

的に極めて簡単」との表現により、網膜光凝固術があまり重要

な治療法ではないような印象を与えたとすれば、全く筆者の意

図と反するところであり、大変申し訳なく思います。

網膜光凝固術〔通常のもの（一連につき）10,800点、その

他特殊なもの（一連につき）21,500点〕は、眼科診療上極め

て重要な治療手段であり、高価なレーザー装置を必要とするた

めに保険点数が高いのは当然のことと思います。しかし、網膜

光凝固術のその他特殊なものの点数が、手術室でモニターをつ

け消毒や麻酔を行った後、顕微鏡を見ながらマイクロの医療器

械を用いて行う白内障手術（一般的に行われる超音波摘出術＋

眼内レンズ挿入術で14,710点）や緑内障手術（一般的に行わ

れる線維柱帯切除術で19,600点）や角膜移植術（20,600点）

よりも高点数であることが、とても不可解に思えます。これら

の手術室で行う手術の点数が低すぎるのかも知れませんが、網

膜光凝固術が外来で簡単に行えるばかりに、患者さんにしてみ

ると「何でこんなに費用がかかるのか」ということになり、実

際に網膜光凝固術の承諾書をもらう段階で治療を断られたとい

う話を聞いたことがありますし、私も開業後にこのような経験

をしました。もちろん、このような患者さんはごく一部で、ほ

とんどの患者さんは治療の重要性を理解してくれますが、たと

え一握りでもこのような患者さんに遭遇した時に、もう少し点

数が低ければやりやすいのにと感じたことが、今回の持論の文

章になったとご理解いただければ幸いです。

今後は、誤解を招く表現のないように十分注意していきたく

思いますので、今後とも当協会に対して一層のご支援を賜りま

すようよろしくお願い申しあげます。

敬　具

2000年７月４日

石川県保険医協会機関紙文化部副部長

牛　村　　　繁
ushimura@nsknet.or.jp

6月号『持論』への会員からのご意見に答えて
本紙６月号『持論』に会員の中川寛忠先生（金沢市・眼科）から下記の貴重なご意見を頂きました。この『持論』を執筆した牛村繁編集副部長

が以下、執筆の意図をもって回答致します。中川先生には丁寧なご意見を頂きましたことに、心よりお礼申し上げます。

今後も『持論』に限らず、保険医協会の活動のすべてに対しまして、会員からのご意見を心より、お待ちいたします。

（『石川保険医新聞』編集長　大平政樹）

主催団体／石川県原爆被災者友の会、石川県青年団協議会、石川県生活協同組合連合会、 
 石川県消費者団体連絡会、原水爆禁止石川県民会議、原水爆禁止石川県協議会、 
 核戦争を防止する石川医師の会　事務局：石川県生協連TEL076‐264‐0550

■と　き 7月23日（日）午後12時半～1時半 
■ところ 卯辰山健民共和国・レストラン「友遊亭」 
 電話：076‐251‐0406 
■議　題 ①1999年度活動報告及び2000年度事業計画 
 ②会則の一部改正（会計年度の変更） 
 ③1999年度会計報告及び2000年度予算案 
 ④役員改選 
■特別報告 第14回IPPNW世界大会の参加報告（6月27日～7月4日：パリ大会） 
■参加費 2,000円（昼食代含む） 
 
＊ 今年の総会は昼食会を兼ねて開催し、総会終了後は午後2時から“平和の子ら像”
前で行われる「反核・平和おりづる市民のつどい」に参加します。 

＊ 参加を予定される方は事前に当会事務局までご連絡ください。 

核戦争を防止する石川医師の会　第13回総会のご案内 
 7月23日（日） 

午後2時～3時半 
卯辰山兎が丘・追悼碑前 

一昨年8月9日に原爆犠牲者追悼碑（平和の子ら像）が建立されてから早くも二年がたちました。 
平和への願いを込めて、今年も千羽鶴を持ち寄り、像の前をかざりましょう。 

14：00 ■オープニング　親子太鼓 
 ■主催者・来賓挨拶 
 ■小中学生代表挨拶 
 ■広島の修学旅行体験談（カナダ留学生） 
 ■朗読劇「おりづるの少女禎子」 
 ■でえげっさあ「平和の子ら」 
 ■アピール文の採択 
15：30 ■閉会　 

プラグラム 

おりづる市民のつどい 
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「
寝
た
き
り
老
人
在

宅
総
合
診
療
料
（
在
宅

総
合
）」
と
「
在
宅
療

養
指
導
管
理
料
」
の
所

定
点
数
の
併
算
定
を
禁

止
す
る
老
人
保
健
課
長

通
知
は
、
今
次
診
療
報
酬
改
定
の
最

大
の
矛
盾
点
と
し
て
先
の
臨
時
国
会

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
大

き
な
問
題
点
は
三
点
あ
り
ま
す
。

第
一
に
、
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人

等
に
対
す
る
診
療
所
の
か
か
り
つ
け

医
師
機
能
を
評
価
し
、
老
人
慢
性
疾

患
生
活
指
導
料
、
寝
た
き
り
老
人
訪

問
指
導
管
理
料
、
投
薬
、
検
査
を
包

括
し
た
「
在
宅
総
合
」
と
、
在
宅
療

養
に
お
け
る
医
師
の
専
門
的
技
術
を

評
価
し
た「
在
宅
療
養
指
導
管
理
料
」

と
は
全
く
性
格
の
異
な
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
従
っ
て
、「
在
宅

総
合
」
を
算
定
す
る
場
合
、「
在
宅

療
養
指
導
管
理
料
」
の
算
定
が
認
め

ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
在
宅
医
療
に
お

け
る
医
師
の
専
門
的
技
術
が
評
価
さ

れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
診
療
報
酬

制
度
の
取
り
扱
い
の
重
要
な
変
更

を
、
中
医
協
で
の
十
分
な
議
論
も
な

し
に
一
片
の
課
長
通
知
で
実
施
し
た

こ
と
で
す
。

第
三
に
、
厚
生
省
は
「
こ
の
併
算

定
禁
止
は
従
来
か
ら
の
取
り
扱
い
の

変
更
で
は
な
い
」
と
い
う
態
度
を
と

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
厚

生
省
は
「
老
人
診
療
報
酬
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」（
平
成
九
年
九
月
発
行
、
厚

生
省
監
修
）
で
も
「
併
算
定
が
で
き

る
こ
と
」
を
明
記
し
、
さ
ら
に
支
払

基
金
の
質
疑
応
答
集
で
も
厚
生
省
は

「
そ
れ
ぞ
れ
算
定
で
き
る
」
と
回
答

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
す
べ
て
の
都

道
府
県
で
併
算
定
が
認
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
矛
盾
点
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
厚

生
省
は
国
会
質
疑
で
も
「
今
回
の
通

知
は
従
来
の
解
釈
を
明
文
化
し
た
に

過
ぎ
な
い
」「
現
在
の
考
え
方
を
変

更
す
る
必
要
は
な
い
」
と
開
き
直
っ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
保
険
医
協
会
で
は
、
日
本

医
師
会
は
じ
め
都
道
府
県
医
師
会
や

日
本
在
宅
医
学
会
な
ど
に
も
要
請
し

て
お
り
、「
在
宅
総
合
」
と
「
在
宅

療
養
指
導
管
理
料
」
の
所
定
点
数
の

併
算
定
を
禁
止
す
る
課
長
通
知
を
撤

回
さ
せ
る
ま
で
、
運
動
を
強
め
て
い

き
ま
す
。

国
政
総
選
挙
を
五
日
後
に

ひ
か
え
て
の
第
五
回
理
事
会

は
、
ま
ず
県
内
十
人
の
各
立

候
補
者
あ
て
に
、
協
会
が
問

う
た
「
医
療
・
福
祉
政
策
ア

ン
ケ
ー
ト
」
の
速
報
で
始
ま

る
。
現
職
大
臣
の
二
人
を
除

い
て
、
各
立
候
補
者
か
ら
丁

寧
な
回
答
を
頂
い
た
。
会
員

皆
様
の
参
考
に
な
っ
た
だ
ろ

う
か
。

今
月
下
旬
か
ら
七
月
に
か

け
て
、
保
団
連
代
議
員
会
、

夏
季
学
習
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
研

修
会
な
ど
と
併
行
し
て
各
部

会
行
事
が
目
白
押
し
で
相
変

わ
ら
ず
協
会
は
多
忙
で
あ

る
。主

な
報
告
事
項
で
は
、
今

秋
予
定
の
医
院
経
営
セ
ミ
ナ

ー
の
資
料
と
な
る
「
会
員
の

実
態
・
意
識
調
査
」
文
案
、

ド
ク
タ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
に
関
す

る
保
団
連
の
見
解
と
対
応
、

盛
況
だ
っ
た
歯
科
部
研
究
会

の
二
回
の
報
告
と
六
回
ま
で

の
予
定
、
第
百
四
十
例
目
と

な
る
保
険
審
査
通
信
事
例
へ

の
協
会
コ
メ
ン
ト
検
討
、

『
病
院
マ
ッ
プ
』
二
〇
〇
〇

年
度
版
の
進
行
状
況
お
よ
び

協
賛
会
社
へ
の
声
か
け
担

当
、
鋭
意
編
集
作
業
中
の

『
福
祉
マ
ッ
プ
』「
第
五
版
」

の
進
行
状
況
、
介
護
保
険
オ

ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
発
足
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
、
新

聞
八
月
号
特
別
企
画
座
談
会

報
告
な
ど
で
あ
る
。

近
ご
ろ
思
う
こ
と
だ
が
、

協
会
の
対
外
活
動
す
な
わ
ち

医
政
な
ど
総
務
部
の
仕
事
よ

り
も
、
会
内
活
動
た
と
え
ば

学
術
・
保
険
部
・
歯
科
部
・

医
療
福
祉
部
な
ど
の
仕
事

が
、
若
手
役
員
の
献
身
的
努

力
が
加
わ
っ
て
非
常
に
活
性

化
し
て
い
る
の
が
と
て
も
嬉

し
い
。
会
員
の
皆
様
も
保
険

医
新
聞
や
勉
強
会
な
ど
で
同

じ
よ
う
に
感
じ
て
お
ら
れ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
安
藤
　
記
】

●●●
六
月
度
理
事
会
点
描
　
●●
●

根拠に基づく保健医療 
新刊案内 

■著者 J.A.Muir Gray 

■監訳 久繁　哲徳（徳島大学医学部衛生学教授） 

■発行 オーシーシージャパン 

■販売 ㈱じほう 

■A5判、420頁 

　定価5,985円（本体5,700円）送料515円 

 
お申し込み・お問い合わせは 

㈱じほう販売局 
東京 TEL 03‐3265‐7751 FAX 3265‐7769 
大阪 TEL 06‐6231‐7061 FAX 6227‐5404

総合高齢者施設「旭ヶ岡の家」の見学と 
五稜郭野外劇鑑賞ツアー 

国際高齢者年・石川NGO北海道函館、施設見学ツアーのお知らせ 

国際高齢者年・石川ＮＧＯでは、昨年6月、函館の総合高齢者施設「旭ヶ岡の家」の施設長で
あるフィリップ・グロード氏をお招きして、記念講演を開催しました。講演において「旭ヶ岡の家」
が日本でも最高レベルの高齢者施設であることが紹介され、是非とも見学したいとの声が強ま
り、このたび石川からツアーを組み「旭ヶ岡の家」を見学させていただくことになりました。 
併せて、例年この時期に五稜郭跡にて開催される市民創作野外劇と、函館山の100万ドルの

夜景鑑賞等の函館観光を加えまして、下記の日程表にてツアーを企画しました。 
観光シーズン真っ只中の函館を楽しみつつ、「旭ヶ岡の家」を見学できるという欲張りなツア
ーとなっています。どなたでもご参加いただけます。参加申込みをお待ちしています。 

■と　き 7月30日（日）から8月1日（火）まで、2泊3日 

■参加費 9万円（1日目の昼食、2日目の昼食、3日目の朝食は含まれていません） 
■定　員 30人（定員に達し次第締め切ります。お早めにお申込みください） 

国際高齢者年・石川NGO（事務局：石川県保険医協会） 
〒920‐0902
石川県金沢市尾張町1‐9‐11尾張町レジデンス2階 
電話：076（222）5373　FAX：076（231）5156　E-mail:iskw_kudo@doc-net.or.jp

株式会社　スウィング 

8月1日（火） 
宿泊先 ── 函館朝市 ── 函館観光 

─── 函館空港 ──   ── 富山空港 ── 金沢駅（解散） 

7月31日（月） 

7月30日（日） 

宿泊先 ─────「旭ヶ岡の家」見学 ───── 函館（泊） 

金沢駅集合───富山空港─   ─函館空港 

────────────────── 湯の川温泉（泊） 
※ご夕食後、19：30より五稜郭跡にて市民創作野外劇の鑑賞（貸切バス） 

※アサヒローズビアガーデンにてご夕食後、函館山の夜景鑑賞（貸切バス） 

※参加申込みをされた方には、より詳細な「旅のしおり」をお届けいたします。 

ご宿泊先 

ご宿泊先 

ホテル平成館　1（0138）‐59‐2555

ホテル函館ロイヤル　1（0138）‐26‐8181

貸切バス 

貸切バス 

貸切バス 貸切バス 

貸切バス 

中日本エアライン2511便 

中日本エアライン2512便 

（各自にてご昼食） 

（各自にてご昼食） 

（各自にてご朝食） 

タクシー分乗 
8：30

19：30

送迎バス 送迎バス 

ハリストス正教会、函館ベイエリア、 
旧イギリス領事館、トラピスチヌ修道院等 

参加申込みは、参加申込書に必要事項を記入のうえ、ファックスにてお送りいただくか、電話・
電子メール等で上記までお願いいたします。 

■旅行取扱い 

■旅 行 企 画 

若手役員が
元気いっぱい
（6月20日・12人出席）

第5回理事会

今
次
改
定
の
最
大
の
不
合
理

厚
生
省
の「
在
宅
」へ
の
無
理
解
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介
護
サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら
、

四
カ
月
。
認
定
開
始
か
ら
は
十

カ
月
に
な
る
。
医
師
会
の
認
定

審
査
連
絡
会
で
、
現
在
最
も
問

題
と
な
っ
て
い
る
の
は
実
は

「
主
治
医
意
見
書
」
の
質
の
問

題
で
あ
る
。
意
見
書
に
関
し
て

は
講
演
会
が
開
か
れ
た
り
、
記

入
要
項
を
郵
送
し
た
り
と
、
い

ろ
い
ろ
努
力
は
な
さ
れ
て
い
る

の
だ
が
、
連
絡
会
で
は
厳
し
い

意
見
が
続
出
し
て
い
る
。

そ
こ
で
協
会
で
は
、
現
在
石

川
県
の
各
審
査
会
で
審
査
員
を

担
当
し
て
い
る
四
人
の
先
生
方

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、「
主

治
医
の
意
見
書
」
に
絞
っ
て
、

そ
の
問
題
点
と
記
入
の
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
探
っ
て
み

た
。最

初
に
、
現
在
の
意
見
書
の

位
置
づ
け
を
考
え
て
み
た
い
。

①
主
治
医
の
意
見
書
が
介
護
認

定
の
際
に
、
有
用
で
あ
っ
た
こ

と
は
非
常
に
少
数
で
あ
る
。
二

次
判
定
で
介
護
度
が
変
更
に
な

っ
た
も
の
は
二
五
・
四
％
で
あ

る
。
四
件
に
一
件
が
変
更
を
受

け
た
こ
と
に
な
る
。と
こ
ろ
が
、

こ
の
変
更
理
由
の
内
訳
は
、
主

治
医
意
見
書
に
よ
る
も
の
は
わ

ず
か
八
・
八
％（
以
上
金
沢
市
）

で
あ
る
。

②
一
時
判
定
は
あ
る
基
準
に
従

い
記
載
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て

一
定
以
上
の
レ
ベ
ル
が
保
た
れ

て
い
る
が
、
意
見
書
は
レ
ベ
ル

の
ば
ら
つ
き
が
非
常
に
大
き

い
。
病
状
経
過
、
特
記
事
項
が

白
紙
。
麻
痺
の
部
位
が
反
対
。

記
入
す
べ
き
と
こ
ろ
に
マ
ー
ク

が
な
い
。
判
定
以
前
の
問
題
で

あ
る
。

③
一
般
的
に
他
科
に
も
か
か
っ

て
い
る
患
者
の
場
合
、
そ
の
領

域
に
属
す
る
記
載
は
か
な
り
抜

け
落
ち
る
。
内
科
な
ら
、
整
形

の
治
療
と
服
薬
、
関
節
の
拘
縮

な
ど
の
記
載
が
洩
れ
る
。「
褥

創
の
有
無
」
「
疼
痛
の
看
護
」

も
同
様
で
あ
る
。
患
者
の
医
学

的
状
況
が
あ
る
部
分
欠
落
し
て

伝
わ
る
こ
と
に
な
る
。

④
老
健
な
ど
の
施
設
で
は
、
極

め
て
多
数
の
意
見
書
を
一
人
で

記
載
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、

ど
う
し
て
も
内
容
が
画
一
的
と

な
り
、
患
者
の
具
体
像
が
描
き

に
く
い
。
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

現
在
、
金
沢
市
で
は
独
自
の

判
定
変
更
基
準
が
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
主
に
痴
呆
を
持
っ

た
患
者
を
判
定
す
る
際
に
用
い

ら
れ
て
い
る
が
、
審
査
員
の
中

で
も
評
価
す
る
声
が
多
い
。
た

だ
こ
の
基
準
は
全
国
一
律
の
も

の
で
は
な
く
、
地
方
ご
と
に
ば

ら
つ
き
が
あ
る
と
い
う
矛
盾
点

も
存
在
し
て
い
る
。

さ
て
、
以
上
の
意
見
を
踏
ま

え
た
上
で
、
今
後
、
主
治
医
意

見
書
を
書
く
先
生
方
へ
の
要
望

へ
と
移
る
。

3
意
見
書
は
患
者
を
経
時
的
に

観
察
し
て
い
る
主
治
医
で
な
い

と
書
け
な
い
部
分
こ
そ
、
記
入

し
て
ほ
し
い
。
一
度
の
調
査
で

は
埋
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
申

請
者
の
背
景
を
描
き
出
し
て
ほ

し
い
。
そ
の
た
め
に
は
生
半
可

な
気
持
ち
で
は
決
し
て
意
見
書

は
書
け
な
い
。

e
特
に
期
待
す
る
の
は
申
請
者

の
痴
呆
の
部
分
で
あ
る
。
こ
れ

は
家
族
へ
の
問
診
を
抜
き
に
は

記
載
は
不
可
能
で
あ
る
。
痴
呆

老
人
自
立
度
、
あ
る
い
は
痴
呆

の
項
目
が
た
く
さ
ん
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
て
い
る
の
に
、
特
記
事
項

が
白
紙
の
も
の
が
あ
り
、
患
者

の
実
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
こ

な
い
。

4
意
見
書
の
生
命
線
は
最
後
の

特
記
事
項
で
あ
る
。
自
立
に
で

も
相
当
し
な
い
限
り
、
あ
ら
ゆ

る
申
請
者
に
問
題
点
が
何
か
あ

る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
際
、
必

ず
、
申
請
者
一
人
ひ
と
り
の
環

境
に
目
を
向
け
、
介
護
を
す
る

上
で
支
障
と
な
る
点
、
家
族
介

護
の
問
題
点
な
ど
を
洗
い
出

し
、
記
載
し
て
ほ
し
い
。
お
よ

そ
特
記
事
項
が
白
紙
の
意
見
書

は
あ
り
え
な
い
、
と
い
う
の
が

出
席
者
の
総
意
で
あ
る
。

そ
の
他
、
い
ろ
ん
な
意
見
が

出
さ
れ
た
が
、
介
護
保
険
と
い

う
新
し
い
制
度
は
と
に
も
か
く

に
も
既
に
歩
き
始
め
て
い
る
。

制
度
そ
の
も
の
に
疑
問
や
注
文

も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。し
か
し
、

わ
れ
わ
れ
が
相
手
に
し
て
い
る

の
は
生
身
の
人
間
で
あ
る
。
主

治
医
と
し
て
、
そ
の
患
者
さ
ん

に
意
見
書
を
任
さ
れ
た
以
上
、

患
者
さ
ん
の
期
待
に
応
え
て
、

で
き
る
だ
け
過
不
足
な
く
正
確

に
、
そ
の
実
像
を
描
き
だ
す
こ

と
は
開
業
医
、
勤
務
医
を
問
わ

ず
、
わ
れ
わ
れ
に
科
さ
れ
た
責

務
で
あ
る
。

日
常
の
診
療
に
忙
し
い
中

で
、
本
当
に
大
変
だ
と
は
思
い

ま
す
が
、
使
命
の
重
大
さ
に
鑑

み
、今
一
度
意
見
書
の
書
き
方
、

有
り
様
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
切
望
す
る
。
こ
の
記
事
が

そ
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

（
文
責
編
集
部
）

＜第136例に対する国保審査委員会再審査部会からの連絡事項＞
石川保険医新聞６月15日号の５頁「保険審査に寄せられた相談事例第136
例」につき、国保審査委員会再審査部会から回答致します。
別送のレセプトコピーの病名欄にありますように、「高コレステロール

血症」に〝重症〟の記載がありません。従って、主治医の意見とは異なっ
ておりますので、お知らせ致します。
今後ともレセプトの病名を提出前によく点検していただくようお願い致し
ます。 （国保審査委員会）

＜第136例に関する保険医協会の再コメント＞
保険審査通信第136例に関して、石川県国保連合会審査委員会再審査部

会より主治医の意見に不正確な部分があるとの連絡がありました。すなわ
ち、当該レセプトには「重症」の記載がないとのことでした。国保連合会
にあるレセプト正本では、たしかに「重症」の記載がなく主治医の意見が
不正確であることが判明しました。保険医協会としては、主治医からの情
報に基づきコメントをしている関係から、情報そのものが不正確なときに
は、コメントも的を得ないものになってしまいます。会員の皆様には、保
険審査通信に寄せられる情報は、正確を期すようお願いいたします。
以上のような経緯から石川保険医新聞６月15日号掲載の保険審査通信第
136例に関する協会のコメントも自ずと違ったものにならざるを得ないの
で、「重症」がないものとして再度述べさせていただきます。
平成10年10月社保国保合同審査委員協議会報告（９ページ：29．）に

よりますと“メバロチンの投与については、１日10mを通常投与とし、

20m投与は「家族性高脂血症」の病名、または「重症」と病名欄または摘
要欄に記載”、となっています。本件の場合は、レセプト記載の病名が単
に高コレステロール血症であり摘要欄にも何の記載もないので査定された
ものです。
保険医である以上、療養担当規則、診療報酬点数表、薬価基準等に精通

していなければならないのはもちろんのこと、保険診療上比較的問題の多
い事項に関して取り決めている「社保国保合同審査委員協議会報告」（石
川県医師会）にもしっかりと目を通しておく必要があります。これを怠る
と今回のような査定事例が発生することになります。このような査定が積
み重なると、医療機関の経営を圧迫することにもなりかねません。会員の
皆様には、今一度関係法規等に目を通すこと、レセプト提出の前には十分
な点検をすることをお勧めする次第です。
話は変わりますが、保険審査通信第133例で取り上げました頓服薬の取

り扱いに関して平成12年５月25日の社保国保合同審査委員協議会で討議
され、近いうちに正式に案内があるようです。協会からの提案に迅速に対
応していただいたことに感謝いたします。

◇
なお、この件に関しまして136例の提供者に問い合わせましたところ、

レセコン交換時において誤って修正前のレセプトが出力され、それを提出
していることに気がつかなかったということでした。ご本人は重症高コレ
ステロール血症で提出しているものと勘違いされていたということで、丁
重なるお詫びを頂きました。

本紙前号（6月号）保険審査通信第136例へのご意見と再コメント

主
治
医
意
見
書
懇
談
会

主
治
医
意
見
書
懇
談
会 

主
治
医
意
見
書
懇
談
会

主
治
医
意
見
書
懇
談
会 

過
不
足
な
く
正
確
に 

過
不
足
な
く
正
確
に 

使
命
の
重
大
さ
を
今
、一
度
… 

主
治
医
意
見
書
懇
談
会 
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―第137例―
国民健康保険老人で、「経口的摂取困難および低栄養状態」の病名で、２
例において、エンシュアリキッドが査定されてしまいました。
１例は、エンシュアリキッド250P/日×42日分の924点、もう１例は、
エンシュアリキッド500P/日×12日分の516点です。
私の受け持ち患者には、栄養不良でエンシュアリキッドでやっと命をつ
ないでいるような高齢者が何名かいます。
高齢者医療の基本は栄養だ、といつも申し上げておりますが、その根幹
を揺るがすような異常な査定かと思います。
再審査請求したいのですが…本件について、コメントいただければ幸い
です。
＜協会のコメント＞
経腸成分栄養剤「エンシュア・リキッド」の適応は、術後患者の栄養保
持のほか、長期にわたり、経口的食事摂取が困難な場合の経管栄養補給と
なっており、用法は、標準量一日1500～2250Pを経管または経口投与
（増減）。初期量は標準量の二分の一～三分の一となっています。また、石
川県では、低栄養状態かつ食事摂取困難な患者への適応に関して以下のよ
うな案内があります。「石医業発第108号（平成10年７月27日）：低栄養
状態かつ経口的食事摂取困難な患者に対して補助的に投与する場合、一日
量として500P～750Pまで認める。但し、入院患者の場合、食事療養費
を算定している期間は認められない。」
第137例患者の場合、全量経管栄養であっても、一部補助的経管栄養で
あっても薬事法上の適応・投与方法も、ローカルルールもクリアーしてい
ますのでその旨記載し、患者の状態等に加え主治医の在宅医療に対する持
論も付けて再審査請求していただきたい事例です。

―第138例―
１．保険者名：金沢市国保
２．年　　齢：92歳（女性）
３．診 療 月：平成11年11月
４．過誤調整連絡書の発行月：平成12年５月
５．病名・診療開始月
（1）大動脈弁狭窄症　　平成10年12月10日
（2）脳梗塞（左片麻痺）平成11年９月７日
（3）便秘症　　　　　　平成11年９月９日
（4）糖尿病　　　　　　平成11年９月27日
（5）慢性胃炎　　　　　平成11年10月18日
（6）狭心症　　　　　　平成11年10月18日
（7）高血圧症　　　　　平成11年11月４日
（8）MRSA感染（肺炎）平成11年11月25日
６．該当月の診療実日数：30日
＜主治医の意見＞
MRSA感染による重症肝炎にバンコマイシン１日２ｇ／日を投与し、救
命できた症例です。投与量を１日２ｇより１ｇへ査定を受けましたが、腎
障害等の有無を確認し、鎮重投与を行えば、成人に対し１日２ｇまでの投
与は支障ないと考えておりました。高齢者というだけで査定を受けるよう
なことはあるのだろうか。
またダイレクトTB測定を喀痰と胃液を検体として各々１回ずつ行いまし
たが、これが１回しか認められないのは同一検体とみなされるのでしょう
か。塗沫標本・検鏡やTbc培養は認められると思うのですが、ダイレクト
TBに関しては、1月に１回が限度ということでしょうか。ご教示いただけ
れば幸いです。
＜協会のコメント＞
高齢者へのバンコマイシンの投与と入院患者の結核菌核酸同定について
金沢市内の病院からの通信です。
バンコマイシン注の適応には「MRSAによる肺炎」がありますのでこの点
からは問題ありません。用法では、成人には１日２ｇ（力価）を１回0.5
ｇ６時間ごと又は１回１ｇ12時間ごとに60分以上かけて点滴静注（増減）
となっています。さらに、高齢者には１回0.5ｇ12時間ごと又は１回１ｇ
24時間ごとに、それぞれ60分以上かけて点滴静注（増減）となっています。
なお、高齢者にかかる部分は、1999年３月点滴静注の部分の改訂により
追加されたものです。
以上より、高齢者への通常投与の場合は１日１ｇが限度と解釈できます。
症状により通常投与量を超えた投与方法が行われる場合は、能書記載事項
から読みとれるところでは、その必要性に関してのコメントに加え、投与
前後の腎機能検査の他、血中濃度のモニタリング（TDM）がなされていれ
ば十分です。
個別の症例では、TDMがなされていなくてもコメントと十分な腎機能検

査があれば保険診療上は適当と思われますので、腎機能検査を頻回に行っ
ていることを理由にこの部分に関しては再審査請求しておくべきだと思い
ます。
次に、結核菌の核酸同定についてです。この件については、石医業発第
303号（平成11年11月16日）社保・国保審査委員小委員会結果（石川県
医師会）の「７．」によると、「結核菌核酸同定精密検査（600点）、結核菌
群核酸増幅同定検査（680点）の実施について、検査対象は、月何回まで
認められるか？：初診月又は入院当初において、各検体につきそれぞれ月
２回までとする。それ以後は月１回までとする。（但し、胃液は喀痰と同一
検体とみなす）」というローカルルールがあります。本件患者の場合は、入
院月ではありませんので、主治医の指摘しているとおり、月１回の算定が
限度ということになります。
本件の査定内容については、前半は、最新の能書を参考にしなかったこ
とに起因するものであり、後半は、最新のローカルルールを見のがしたた
めに起因するものであるといえます。
保険診療をしていくうえでは、どうしても省略できない部分をおろそか
にしたための査定です。本来すべての保険医が精通していなければならな
いものであり、知らなかったは通らない部分です。とは言っても、毎日の
診療に追われて忙しい病院保険医にとっては、能書やローカルルールすべ
てに目を通すのは大変です。薬剤部あるいは医事の方でアシストをする必
要があるのかもしれません。

―第139例―
１．保険者名：石川県
２．年　　齢：67歳（男）
３．診 療 月：平成12年３月
４．過誤調整連絡書の発行月：平成１２年５月
５．病名・診療開始月
（1）鉄欠乏性貧血　　　　平成12年１月６日　
（2）胃　炎　　　　　　　平成12年１月10日
（3）狭心症　　　　　　　平成12年１月18日
（4）胃切除後状態（癌） 平成12年１月26日
（5）吻合部狭窄　　　　　平成12年２月16日
（6）逆流性食道炎　　　　平成12年２月16日
（7）不眠症　　　　　　　平成12年２月18日
６．該当月の診療実日数：10日

〈主治医の意見〉
査定となった内容について説明いたします。
患者は胃癌にて１月より入院し、３月10日退院となりました。入院定期
処方として、３月１日と８日にそれぞれ７日分処方し、３月13日退院予定
でしたが、家族の迎えの都合もあり、３月10日に退院となりました。
退院時処方として14日分処方したので、３月は入院10日に対して、28
日の入院内服処方となりました。なお、患者は退院後、薬のなくなりかけ
た３月27日に来院し、外来処方しています。
このような場合でも審査の方では４日分の査定となるのでしょうか？入
院中の薬が多少残っている時は、退院時処方として14日分出してはいけな
いのでしょうか。保険医協会のお考えをお示しいただければ幸いです。
〈協会のコメント〉
入院患者の投薬日数についての相談事例です。
入院時の投薬については、調剤料 × 日数と薬剤料 × 所定単位数と加算
点数の合計で算定することになっています。処方料は入院基本料（以前は
入院時医学管理料）に包括されて別に算定できません。
本件の場合は、入院日数は10日であり、調剤回数も10回算定しています。
従って薬剤料は入院中の分として10日分算定できます。さらに、当月退院
なので、退院時の投薬として退院時投薬にかかる薬剤料を併せて算定でき
ます。調剤料の算定は１日１回なので退院時投薬の分は別に算定できませ
ん。そして、退院時の投薬では療養担当規則（20条二項－ホ）で規定され
た日数分（内服薬は14日を限度）までしか投与できません。なお、退院時
投薬の請求は服用の日の如何に関わらず入院分として扱います。
以上のことを考慮したうえで投薬可能日数を計算すると、10日間入院、
当月退院ですので10日分（入院中）＋14日分（退院時投薬）＝24日分が
限度ということになり、これを越えた４日分が査定されたわけです。
本件のように、退院予定日が変更になった場合など、うっかりすると投
薬日数が超過してしまう危険があります。小さなことですが、薬剤部ある
いは医事の方で投薬日数を把握することにより主治医に注意喚起し、この
ようなミスがおきないようなシステムを作る必要があるかもしれません。
薬価差益がなくなった現在では、こんなところも病院経営にとって重点項
目になるような気がします。

『保険審査通信』に寄せられた相談事例
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お
サ
ル
先
生
の
外
来
に
は
ご

夫
婦
で
や
っ
て
来
る
人
が
多

い
。
最
初
に
奥
さ
ん
が
カ
ゼ
か

何
か
で
偵
察
に
来
て
、
一
応
満

足
す
る
と
、
次
か
ら
は
夫
を
連

れ
て
来
た
り
す
る
の
だ
が
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
後
か
ら
の
配

偶
者
の
方
が
本
題
で
あ
っ
た
り

す
る
。

隣
町
の
Ｆ
夫
人（
七
十
六
歳
）

は
、
し
ば
ら
く
血
圧
の
薬
な
ど

を
取
り
に
来
て
い
た
が
、
あ
る

日
、
目
を
は
ら
し
て
元
気
が
な

い
様
子
。「
ど
う
し
た
の
で
す

か
？
」
と
尋
ね
る
と
、
八
十
歳

の
ご
主
人
は
糖
尿
病
の
合
併
症

と
高
血
圧
症
で
Ｅ
病
院
に
長
年

通
院
し
て
い
る
が
、
半
年
前
か

ら
め
ま
い
発
作
を
く
り
返
す
よ

う
に
な
り
、
不
安
感
が
強
く
そ

の
都
度
救
急
車
を
呼
ん
で
は
入

院
し
て
い
た
。
一
週
間
程
度
で

す
ぐ
に
良
く
な
っ
て
退
院
す
る

の
だ
が
、
最
近
は
二
週
間
く
ら

い
の
間
隔
で
立
て
続
け
に
二
回

入
院
し
た
。
と
こ
ろ
が
去
年
か

ら
新
し
く
担
当
に
な
っ
た
医
師

に
耳
を
疑
う
よ
う
な
こ
と
を
言

わ
れ
た
の
だ
と
い
う
。

「
こ
の
間
、
め
ま
い
が
ひ
ど

く
て
救
急
車
で
入
院
し
た
時
、

『
も
う
こ
ん
な
こ
と
は
最
後
に

し
て
下
さ
い
』
っ
て
・
・
・
」

Ｆ
夫
人
は
言
葉
を
詰
ま
ら
せ

た
。「
今
度
こ
ん
な
こ
と
が
あ

っ
た
ら
、
ど
こ
か
の
老
人
施
設

へ
行
け
と
言
う
ん
で
す
。
う
ち

の
お
と
う
さ
ん
は
E
病
院
に
二

十
年
も
通
っ
て
い
る
ん
で
す

よ
！
」

お
サ
ル
先
生
は
、『
石
川
保

険
医
新
聞
』二
月
号
の〝
持
論
〞

を
思
い
出
し
た
。そ
う
い
え
ば
、

一
般
病
院
は
同
じ
病
名
に
対
し

て
は
、
入
院
と
入
院
の
間
が
三

カ
月
あ
か
な
い
と
連
続
し
て
入

院
し
て
い
る
と
み
な
す
ん
だ
っ

た
ナ
。
Ｆ
さ
ん
の
ご
主
人
が
半

年
前
か
ら
入
退
院
を
繰
り
返
し

て
い
る
の
な
ら
、
こ
れ
は
と
っ

く
に
長
期
入
院
の
包
括
点
数
に

な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
頭
部
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ャ
ン
代
す
ら
請
求
で
き

な
い
状
態
に
違
い
な
い
。
Ｅ
病

院
は
院
長
が
強
い
権
限
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
ウ
ワ
サ
だ
か

ら
、
若
い
医
師
た
ち
に
も
診
療

報
酬
上
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
徹
底
し

て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。

お
サ
ル
先
生
は
、
一
般
の
人

に
こ
の
よ
う
な
〝
三
カ
月
の
ト

リ
ッ
ク
〞
が
あ
る
こ
と
を
伝
え

て
い
い
も
の
か
随
分
悩
ん
だ

が
、
Ｅ
病
院
に
も
事
情
は
あ
る

の
だ
、
悪
い
の
は
お
か
し
な
保

険
制
度
だ
、
と
い
う
こ
と
を
い

っ
そ
知
っ
て
も
ら
え
ば
と
思

い
、
今
考
え
た
こ
と
を
そ
の
ま

ま
話
し
た
。
そ
の
上
で
、
Ｅ
病

院
と
は
一
旦
縁
を
切
っ
た
方

が
、
患
者
と
病
院
両
者
の
関
係

に
と
っ
て
は
良
い
だ
ろ
う
と
考

え
、
三
カ
月
間
を
ク
リ
ア
す
る

ま
で
は
他
の
病
院
を
紹
介
す
る

こ
と
に
し
た
。

「
最
近
は
め
ま
い
の
ち
ゃ
ん

と
し
た
検
査
も
や
っ
て
い
な
い

で
す
よ
ね
。
そ
れ
な
ら
一
度
、

神
経
内
科
の
し
っ
か
り
し
た
Ｇ

病
院
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。」

Ｆ
氏
は
Ｇ
病
院
に
通
院
し
て

し
ば
ら
く
い
ろ
い
ろ
検
査
を
受

け
て
い
た
が
、
あ
る
日
、
ま
た

め
ま
い
で
吐
い
て
い
る
と
奥
さ

ん
か
ら
往
診
の
依
頼
が
あ
っ

た
。
た
し
か
に
糖
尿
病
性
腎
症

も
あ
り
、
血
圧
も
高
く
、
全
身

の
動
脈
硬
化
も
強
い
。
脳
卒
中

で
な
い
と
い
う
保
証
は
ど
こ
に

も
な
い
。
ゲ
ー
ゲ
ー
吐
い
て
い

る
Ｆ
氏
の
横
に
突
っ
立
っ
て
、

困
り
果
て
た
お
サ
ル
先
生
は
Ｇ

病
院
の
神
経
内
科
の
担
当
医
師

Ｂ
先
生
に
電
話
で
助
け
を
求
め

た
。ど
う
し
よ
う
も
な
け
れ
ば
、

救
急
搬
送
す
る
覚
悟
で
…

「
Ｆ
さ
ん
の
め
ま
い
は
、
脳

卒
中
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
て

〝
良
性
発
作
性
頭
位
性
め
ま
い
〞

で
す
よ
。
お
サ
ル
先
生
。
心
配

す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
メ
イ

ロ
ン
の
注
射
を
し
て
あ
げ
て
。」

Ｂ
先
生
の
電
話
の
声
に
包
容
力

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
お
サ

ル
先
生
は
心
に
余
裕
が
出
て
来

た
。こ

う
な
っ
た
ら
、
Ｂ
先
生
を

信
じ
て
、
メ
イ
ロ
ン
の
注
射
を

し
て
様
子
を
み
て
み
よ
う
。
こ

こ
で
、
救
急
車
を
呼
ん
で
し
ま

っ
た
ら
、
ま
た
同
じ
こ
と
の
く

り
返
し
に
な
る
。
お
サ
ル
先
生

は
、
翌
日
も
、
そ
し
て
さ
ら
に

三
日
間
は
メ
イ
ロ
ン
を
持
っ
て

通
っ
た
。
そ
の
後
は
週
二
回
の

訪
問
診
療
で
注
射
を
続
け
た
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
Ｆ
氏

の
め
ま
い
は
次
第
に
遠
の
き
、

二
カ
月
も
す
る
と
も
う
め
ま
い

の
こ
と
は
一
切
言
わ
な
く
な
っ

た
。正

直
い
う
と
、
開
業
医
で
あ

り
な
が
ら
、
お
サ
ル
先
生
は
内

心
、
開
業
医
が
注
射
に
通
う
な

ど
と
い
う
行
為
を
少
し
小
バ
カ

に
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
な
か
っ

た
と
い
え
ば
嘘
に
な
る
。
今
回

は
、
Ｂ
先
生
の
自
信
に
基
づ
く

何
か
し
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
よ
う

な
も
の
が
、
注
射
に
通
う
お
サ

ル
先
生
を
介
し
て
、
Ｆ
氏
を
心

身
と
も
に
安
定
さ
せ
た
の
で
は

な
い
か
。
疎
外
感
と
不
安
感
に

よ
っ
て
増
強
さ
れ
て
い
た
め
ま

い
の
呪
縛
が
、〝
受
容
的
態
度
〞

に
よ
っ
て
解
け
た
の
で
は
な
い

か
。
そ
ん
な
不
思
議
を
感
じ
た

お
サ
ル
先
生
だ
っ
た
。

◇

お
サ
ル
先
生
は
勝
手
に
病
院

の
事
情
を
理
解
し
た
つ
も
り
に

な
っ
て
、
患
者
さ
ん
を
な
じ
み

の
病
院
か
ら
引
き
離
し
た
わ
け

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
思
い
込

み
は
当
の
病
院
に
と
っ
て
は
余

計
な
お
世
話
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
あ
た
り
の
本
音

を
、
来
月
の
納
涼
特
集
号
特
別

企
画
の
座
談
会
で
、
病
院
の
先

生
方
に
語
っ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。
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『
病
院
マ
ッ
プ
』二
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〇
〇
年
度
版 

◎
八
月
初
旬
発
行
予
定
で
す
。 

　
本
紙
八
月
号
と
一
緒
に
お
送
り
し
ま
す
。 

介
護
認
定
審
査
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
一
次
判
定

に
お
い
て
、
痴
呆
性
老
人
の

介
護
度
が
低
く
判
定
さ
れ
る

こ
と
は
、
比
較
的
多
く
の
人

た
ち
に
周
知
の
事
実
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
わ

ゆ
る
「
逆
転
現
象
」
に
つ
い

て
は
詳
し
く
知
ら
な
い
審
査

会
も
多
く
あ
る
よ
う
で
す
。

六
月
か
ら
更
新
認
定
（
＝
再

認
定
）
が
始
ま
り
ま
す
が
、

お
そ
ら
く
全
国
の
審
査
会
で

こ
の
「
逆
転
現
象
」
が
多
発

し
、
審
査
会
は
大
混
乱
に
陥

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
逆
転
現
象
」
と
は
、
前

回
の
審
査
時
点
よ
り
心
身
の

状
態
が
重
く
な
っ
て
い
る
の

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る

一
次
判
定
に
よ
っ
て
軽
く
判

定
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
状
態

が
軽
く
な
っ
て
い
る
の
に
重

く
判
定
さ
れ
る
現
象
の
こ
と

で
す
。極
端
な
例
を
示
せ
ば
、

要
介
護
５
の
状
態
か
ら
十
四

項
目
重
く
な
っ
て
い
る
の
に

三
ラ
ン
ク
下
が
っ
て
要
介
護

２
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
逆
転
現
象

が
要
介
護
１
―
要
支
援
―
自

立
の
間
に
起
こ
る
と
以
下
に

示
す
悲
惨
な
状
況
も
生
ま
れ

て
き
ま
す
。

「
八
十
四
歳
の
耳
の
遠
い

お
じ
い
さ
ん
、
腰
が
少
し
曲

が
っ
て
杖
が
な
い
と
歩
け
ま

せ
ん
。
立
ち
上
が
る
と
き
も

つ
か
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
立

ち
上
が
れ
ば
何
に
も
つ
か
ま

ら
ず
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
す
が
に
片
足

で
立
つ
に
は
支
え
が
必
要
で

す
。
部
屋
の
掃
除
や
預
金
の

出
し
入
れ
は
自
分
で
し
よ
う

と
思
え
ば
で
き
ま
す
が
、
お

ば
あ
さ
ん
に
ま
か
せ
っ
き
り

で
す
。
お
風
呂
に
は
一
人
で

入
り
ま
す
が
、
長
く
な
る
と

心
配
な
の
で
お
ば
あ
さ
ん
が

様
子
を
見
に
行
き
ま
す
。
介

護
認
定
審
査
を
受
け
る
と

「
要
介
護
１
」
に
な
り
ま
し

た
。
三
カ
月
後
、
お
ば
あ
さ

ん
が
転
ん
で
腰
を
打
っ
て
入

院
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お

じ
い
さ
ん
は
お
ば
あ
さ
ん
が

退
院
し
て
家
に
帰
っ
て
く
る

ま
で
の
間
、
老
人
保
健
施
設

に
入
る
こ
と
に
な
り
、
再
度

認
定
審
査
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
に
は

以
前
よ
り
腰
の
具
合
が
悪
く

な
っ
て
お
り
、
支
え
が
な
い

と
立
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。（
両
足
で
の

立
位
保
持
／
で
き
る→

支
え

が
必
要
）。
と
こ
ろ
が
、
再

認
定
の
結
果
は
「
要
支
援
」

で
す
。
お
じ
い
さ
ん
は
施
設

に
入
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、

仕
方
な
く
町
の
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
が
い

な
い
た
め
か
少
し
ボ
ケ
が
進

ん
だ
よ
う
で
、
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
が
来
る
日
も
分
か
ら
な
く

な
り
、
部
屋
の
掃
除
も
全
部

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
見

か
ね
た
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
、

お
じ
い
さ
ん
の
状
態
が
悪
く

な
っ
て
い
る
の
で
介
護
度
が

上
が
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
再

度
認
定
を
受
け
さ
せ
ま
し
た

（
居
室
の
掃
除
／
一
部
介
助

→

全
介
助
、
毎
日
の
日
課
を

理
解
／
で
き
る→

で
き
な

い
）。
す
る
と
今
度
は
な
ん

と
「
自
立
」
の
判
定
で
す
。

と
う
と
う
お
じ
い
さ
ん
は
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
も
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。」

信
じ
ら
れ
な
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
本
当
に

起
こ
っ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
る
一
次
判
定
な
の

で
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
次
判

定
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
構
築
す
る

際
に
、
正
規
性
の
な
い
デ
ー

タ
を
用
い
た
り
、
樹
形
図
を

作
り
損
な
っ
た
こ
と
な
ど
が

こ
の
ひ
ど
い
一
次
判
定
ソ
フ

ト
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
に

な
っ
た
原
因
で
す
。「
逆
転

現
象
」
が
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

話
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
の

は
、
同
一
人
物
で
の
状
態
像

の
変
化
を
審
査
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
気
づ
き
に
く
か
っ

た
た
め
で
、
実
際
に
は
最
初

の
認
定
時
に
も
頻
発
し
て
い

る
の
が
現
実
で
す
。

更
新
認
定
の
際
に
は
、
こ

の
「
逆
転
現
象
」
を
見
破
っ

て
一
次
判
定
に
縛
ら
れ
な
い

二
次
判
定
を
行
い
、
申
請
者

の
不
利
益
と
な
ら
な
い
よ
う

な
審
査
を
し
て
い
き
た
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

会員寄稿  

介護認定審査の問題点 
西村　浩一（押水町・内科） 

　
在
宅
医
療
で
感
じ
た
喜
怒
哀
楽
や
ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

保
険
医
協
会
に
お
寄
せ
下
さ
い
。
 

　
取
材
の
上
、こ
の
欄
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

在
宅
医
療
に
関
す
る
お
考
え
や
 

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
 

お
寄
せ
下
さ
い
。
 



5回シリーズ 

新シリーズ 

〈第1回〉褥瘡発生を予測する 
金沢大学医学部保健学科教授　真田　弘美 
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（表１）

1990年に画期的な褥瘡発生予測スケ

ールとして、筆者らはブレーデンスケ

ールを日本に紹介した。このスケール

は表１に示すように、知覚の認知、可

動性、活動性という圧力に関する項目

と、湿潤、栄養、摩擦・ずれという組

織耐久性に関する項目から作成されて

いる。６点から23点の範囲で点数が低

いほど褥瘡発生の危険性が高い。私た

ちの調査では、病院では14点以下、施

設や在宅では16点以下が危険点と判断

している。評価頻度は、急性期の患者

には48時間ごと、慢性期の患者には１

週間ごと、高齢者では１月は１週間ご

と、その後変化がなければ１カ月ごと

とされている。

（図１）

ブレーデンスケール導入により褥瘡

が激減したにもかかわらず、看護者が

使用を継続したがらない問題点があっ

た。それは、特異度が低いため、褥瘡

が発生しない人にまで過度のケアを行

ってしまうこと、さらに、判断の内容

が質的であり、煩雑なことが挙げられ

た。そこで再度、自分たちが直接ケア

を行った185人の患者の褥瘡発生要因

を帰納的に調査した結果、図１のスケ

ールを考案し、実際のリスク評価を行

っている。このスケールの特徴は、簡

便性を第一と考えＹＥＳ、ＮＯの二者

択一、ツーステップ評価、そして骨突

出の測定である。ツーステップ評価と

は、前段階と引き金要因に分類し、査

定時期を区別する。前段階要因は各月

ごと、引き金要因は１週間ごとに評価

し、各段階に一つでも該当すれば、発

生の危険性ありと判断する。骨突出は

仙 骨 部 を 簡 易 体 圧 計 で 測 定 し 、

50mmHg以上であれば危険とみなす。

簡易体圧計は３社から販売されており、

褥瘡予防に最も有効な機器である。

2. 金沢式スケール1. ブレーデンスケール

褥瘡発生を予測できるようになってから、看護者は怯えなくなった。右記のリス

ク評価方法により、予防ケアを早期に取り入れることができるようになったからで

ある。

Version 7

体圧 〔　〕（　）・体位変換不十分（寝返りしない、抑制開始、痛み増強、安静指示等） 
Skin 〔　〕（　）・湿潤　下痢・尿失禁（尿カテ留置は除く）・多汗の開始 
Skin 〔　〕（　）・ケア変更・ADL拡大等による摩擦とずれの増加 

YES 1点 

YES 1点 

チェック 

引き金要因 

前段階要因 

骨　突　出 

日中促さなければ臥床 

引き金 
スコア 点 

前段階 
スコア 点 

〔　〕 〔　〕 〔　〕 

・体圧50mmHg 
・突出した骨 
・拘縮、円背 
・装具（ギブス、シーネ、変形予防器具等） 

栄養状態悪い 
Alb3.0g/dl↓.TP6.0g/dl↓ 

or 浮腫 

自力体位変換不可 
自分で体位変換できない 

保健婦さん、施設職員の方々、どなたでも参加できます。 

※『石川保険医新聞』７月号から５回シリーズで「真田先生の褥瘡シリーズ」が始まります。 

主催 石川県保険医協会 
電話 076（222）5373　FAX 076（231）5156 
E-mail；iskw_sugino@doc-net.or.jp

保険医協会までＦＡＸ・電話・E-mailで 
※定員に達し次第、締め切らせていただきます。 

テーマ 褥瘡発生の予測と予防 
講　師 金沢大学医学部 保健学科教授 真田弘美先生 
と　き 

ところ 

参加費 

申込み 2000年8月3日（木）午後7時～9時 

金沢都ホテル ７階鳳凰の間（ＪＲ金沢駅前 ０７６－２６１－２１１１） 

お一人５００円（当日会場にてお支払いください） 

『石川保険医新聞』褥瘡シリーズも合わせてお読みください ●第2回・第3回のご案内 
　第2回：10月12日（木）午後7時～9時／金沢都ホテル：褥瘡の局所管理 
　第3回：12月21日（木）午後7時～9時／金沢都ホテル：褥瘡発生後の看護ケア 

●ブックマークに登録を 
　お役に立ちます 
　真田先生の褥瘡管理のホームページ http://square.umin.ac.jp/～sanada/

5回シリーズで解説

高齢者にとって不治の病といわれてきた褥瘡のほとんどは予防し、治すこ

とができるようになった。これは経験と勘で行ってきた褥瘡管理から、科学

的根拠に基づいた実践活動（ＥＢＰ）を取り入れた成果と言っても過言では

ない。褥瘡で苦しむ患者さんやご家族のケアに直接役立てて頂けるように、

できるだけ具体的に最新の褥瘡予防とその管理を解説させて頂く。内容は褥

瘡発生の予測、褥瘡の局所ケア、体圧分散、スキンケア、褥瘡の看護ケアに

ついて五回を予定している。 （真田弘美）

図1．金沢式スケール

表1．ブレーデンスケール
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今
ま
で
は
、
子
ど
も
の
問
題

が
起
き
る
た
び
に
い
ろ
い
ろ
と

原
因
が
追
及
さ
れ
ま
し
た
が
、

結
局
は
親
の
子
育
て
の
仕
方
へ

の
批
判
で
終
わ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か

し
今
年
に
入
り
、
学
校
や
警
察

な
ど
に
い
る
大
人
の
無
責
任
が

露
呈
さ
れ
て
、
子
ど
も
の
問
題

は
家
庭
だ
け
で
は
な
く
社
会
の

中
の
様
々
な
要
因
か
ら
起
き
て

い
る
こ
と
が
、
あ
ら
た
め
て
示

さ
れ
ま
し
た
。

私
は
今
、
三
人
の
子
ど
も
を

子
育
て
中
で
す
が
、
子
育
て
や

家
事
を
分
担
す
る
夫
が
い
る
、

保
育
園
に
預
け
る
こ
と
が
で
き

る
、
子
育
て
を
助
け
合
え
る
友

達
が
い
る
、
な
ど
非
常
に
恵
ま

れ
た
条
件
の
中
で
孤
立
す
る
こ

と
な
く
子
育
て
を
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
子
育

て
に
確
信
は
持
て
ま
せ
ん
。
物

や
情
報
が
あ
ふ
れ
る
中
で
、
逆

に
子
ど
も
た
ち
は
生
き
る
力
を

伸
ば
し
に
く
い
状
況
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
そ
し
て
親
は
子
ど
も
の
将

来
に
対
す
る
漠
然
と
し
た
不
安

を
感
じ
な
が
ら
子
育
て
を
し
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
子
ど
も
の

問
題
に
対
応
す
る
に
は
、
子
ど

も
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の

親
の
不
安
や
悩
み
に
対
し
て
の

支
援
が
重
要
で
す
。

今
回
、「
子
ど
も
た
ち
は
今
」

を
語
る
一
つ
の
側
面
と
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も
の
子
育
て

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
人
た
ち

に
、
そ
の
活
動
を
リ
レ
ー
形
式

で
紹
介
し
て
い
た
だ
こ
う
と
思

い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
私
は
数
年
前
か

ら
Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）
懇
話
会

や
Ｌ
Ｄ
の
親
の
会（
パ
ル
の
会
）

の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｄ
児
と
は
学
習
に
関
す
る
能

力
の
い
く
つ
か
が
う
ま
く
育
っ

て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
Ｌ
Ｄ
の
子
ど
も

た
ち
は
落
ち
着
き
が
な
く
、
出

来
る
こ
と
と
出
来
な
い
こ
と
の

差
が
著
し
い
た
め
に
、
今
ま
で

は
「
親
の
し
つ
け
が
出
来
て
い

な
い
子
ど
も
」
と
み
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

の
行
動
異
常
が
子
ど
も
本
来
の

中
枢
神
経
系
の
機
能
障
害
に
よ

る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
教
育
や
医
療
の
現
場
で

の
適
切
な
対
応
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

石
川
県
で
は
金
沢
大
学
教
育

学
部
の
大
井
教
授
の
働
き
か
け

で
、
一
九
九
四
年
に
Ｌ
Ｄ
懇
話

会
や
親
の
会
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
Ｌ
Ｄ
懇
話
会
で
は
医
療

現
場
で
の
診
断
や
治
療
法
の
紹

介
、
教
育
現
場
で
の
問
題
や
教

育
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
紹
介
、

症
例
検
討
や
親
の
悩
み
な
ど

を
、
医
療
や
教
育
の
関
係
者
と

親
が
一
緒
に
な
っ
て
話
し
合

い
、
Ｌ
Ｄ
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
関
係

者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

親
の
会
は
、
親
同
士
が
親
睦

を
深
め
な
が
ら
、
同
時
に
ピ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
、
ま

た
教
育
委
員
会
に
対
し
て
通
級

制
度
や
複
数
担
任
制
の
導
入
を

要
望
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
の
夏
休
み
は
、

親
の
会
が
企
画
す
る
Ｌ
Ｄ
の
子

ど
も
た
ち
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

が
行
わ
れ
ま
す
。
仲
間
を
得
た

親
の
方
々
は
と
て
も
活
動
的
で

す
。
Ｌ
Ｄ
の
子
ど
も
た
ち
も
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
仲
間
を
得

て
楽
し
い
生
活
体
験
が
出
来
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
能
力
の
子
ど
も

た
ち
が
学
校
の
よ
う
な
場
で
一

緒
に
生
活
す
る
こ
と
は
大
事
で

す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
同
じ
問

題
を
持
つ
仲
間
が
集
う
場
を
確

保
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
こ

れ
は
親
に
も
い
え
る
こ
と
で

す
。
親
の
会
な
ど
本
音
で
付
き

合
え
る
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
が
た

く
さ
ん
で
き
た
ら
い
い
な
あ
、

と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
中
枢
神
経
系
の
機

能
障
害
が
治
癒
す
る
こ
と
は
難

し
い
の
で
、
二
次
的
に
起
き
る

能
力
障
害
や
社
会
的
不
利
益
が

少
な
く
な
る
よ
う
に
、
親
が
子

ど
も
の
能
力
を
理
解
し
て
、
そ

し
て
社
会
が
子
ど
も
と
親
を
理

解
し
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

日
本
の
医
療
保
険
制
度
の

よ
う
な
も
の
が
中
国
に
も
存

在
す
る
が
、
改
革
解
放
に
伴

い
市
場
経
済
が
発
展
し
て
、

制
度
と
し
て
は
運
営
が
大
変

の
よ
う
で
あ
る
。

本
来
、
中
国
の
会
社
「
公

司
」は
、す
べ
て
国
営
企
業
で

あ
っ
た
の
で
、
工
場
を
中
心

に
多
く
の
社
宅
が
立
ち
並
び
、

そ
こ
が
仕
事
と
生
活
の
場
で

あ
っ
た
。
勤
務
先
の
こ
と
を

「
単
位
」（
ダ
ン
ウ
ェ
イ
）と
呼

び
、
給
料
も
医
療
も
ま
た
引

退
後
の
年
金
も
、「
単
位
」
が

支
給
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
営
企
業
は
軒

並
み
、
生
産
効
率
が
悪
く
人

員
過
剰
で
、
赤
字
が
膨
大
と

な
り
操
業
中
止
し
た
り
、
人

員
を
帰
休
（「
下
崗
」
と
い
う
）

し
た
り
し
て
い
る
。
そ
れ
ほ

ど
経
営
状
態
が
重
症
で
な
く

て
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
経

営
情
況
が
悪
く
、「
単
位
」
は
、

給
料
や
医
療
保
障
や
年
金
を

支
払
う
の
が
、
苦
し
い
情
況

で
あ
る
。

以
前
は
、「
単
位
」
が
発
行

し
た
「
保
険
証
」
を
持
っ
て
、

自
由
に
病
院
へ
受
診
で
き
た

よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

当
時
の
中
国
の
医
療
水
準
は

か
な
り
低
か
っ
た
の
で
、
治

療
費
も
安
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
近
年
は
支
払
い
上
限

を
記
載
し
た
紹
介
状
持
参
で
、

病
院
受
診
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
。
病
院
か
ら
の
領
収
書

を
提
出
し
て
も
、
七
〇
〜
八

〇
％
し
か
「
単
位
」
は
支
払

っ
て
く
れ
な
い
と
い
う
話
も

聞
い
た
。
し
か
も
、
入
院
時

に
は
、
一
〜
二
週
間
分
の
入

院
費
用
を
前
払
い
を
さ
せ
ら

れ
る
よ
う
で
、
か
な
り
の
現

金
の
準
備
が
必
要
の
よ
う
だ
。

農
民
に
つ
い
て
言
え
ば
、

一
般
に
は
医
療
保
険
は
な
い

よ
う
で
、
全
額
自
己
負
担
だ

そ
う
だ
。
だ
か
ら
も
し
悪
性

腫
瘍
な
ど
の
手
術
の
た
め
、

都
市
の
専
門
病
院
へ
入
院
が

必
要
な
時
は
、
親
戚
縁
者
が

金
を
出
し
合
っ
て
都
合
す
る

と
い
う
。
悪
性
腫
瘍
が
再
発

し
た
場
合
は
、
も
は
や
お
金

を
集
め
る
こ
と
が
出
来
な
い

の
で
、「
没
法
儿
」（
し
か
た

が
な
い
、
ど
う
し
よ
う
も
な

い
）
と
言
う
こ
と
ら
し
い
。

中
国
人
の
噂
に
よ
れ
ば
、

急
病
な
ど
で
救
急
車
で
病
院

に
運
ば
れ
て
も
、
支
払
い
能

力
が
な
い
と
治
療
し
て
も
ら

え
な
い
と
の
こ
と
。
ゆ
め
中

国
で
交
通
事
故
に
遭
遇
し
な

い
よ
う
に
！

病
院
側
に
も
事
情
が
あ
っ

て
、
病
院
も
国
営
企
業
の
一

つ
で
、
経
営
の
合
理
化
を
迫

ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
人

件
費
な
ど
も
九
〇
％
ほ
ど
し

か
国
か
ら
支
給
さ
れ
ず
、
残

り
は
病
院
が
自
前
で
捻
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
病
院
幹

部
は
大
変
な
苦
労
を
し
て
い

る
。
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
や

補
聴
器
、
そ
の
他
諸
々
の
医

療
周
辺
器
具
を
病
院
の
経
営

す
る
店
で
販
売
し
て
、
病
院

の
収
入
の
助
け
に
し
た
り
、

病
院
の
屋
上
に
よ
そ
の
会
社

の
広
告
塔
を
建
て
て
や
っ
て

収
入
に
し
た
り
も
し
て
い
る
。

医
師
の
給
料
は
、
一
般
大

卒
と
同
額
だ
か
ら
、
研
修
を

続
け
て
い
く
の
は
大
変
の
よ

う
だ
。
そ
の
た
め
か
、
患
者

か
ら
の
つ
け
届
け
が
横
行
し
、

「
紅
包
」
と
言
っ
て
社
会
問
題

に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。

② 
北京の医療事情 
井沢　宏夫（金沢市・内科） 

その（2） 

新
シ
リ
ー
ズ 

▼
①
▲ 

林
　
律
子（
金
沢
市
・
小
児
科
） 

北京同仁医院にて

保
険
医
協
会
で
は
、
子
ど
も
の
心
の
問
題
に
関
す
る
活
動
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
本
コ
ー
ナ

ー
に
て
、
会
員
の
子
ど
も
問
題
へ
の
ご
意
見
を
リ
レ
ー
式
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。
ご
自
身
の
地
域
や
関
わ
る
団
体
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
日
ご
ろ
思
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
、
八
百
字
か
ら
千
二
百
字
程
度
に
ま
と
め
て
、
編
集
部
へ
お
送
り
下
さ
い
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す

5月5日～12日までの１週間、【チャイルドライン・いしかわ】を実施い
たしました。結果、千件を超える子どもたちからの声がありました。そこで
参加者の皆様とともに子どもたちの現状をこの実施を通して広く話し合
うことができればと下記の要領で報告会を行うことにいたしました。 
皆様の参加を心よりお待ち申し上げております。 

■と　き　7月22日（土）午後6時～8時半 
■ところ　石川県文教会館4Ｆ 
■参加費　500円（資料代など） 

■お問合わせはTEL/FAX076（240）0735 高木まで 
※チャイルドラインについては、本紙6月号4面に詳しい記事が掲載されています。 

■今、子どもたちの心は？ 
子どもがかける　子どものための24時間電話 

■【チャイルドライン・いしかわ】を実施して― 
主催：〈子ども　夢フォーラム〉 
後援：石川県、石川県教育委員会、石川県社会福祉協議会、 
　　 金沢市教育委員会、野々市町教育委員会 
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失
語
症
の
方
が
言
語
聴
覚

士
の
も
と
を
訪
れ
た
場
合
、

一
般
的
に
は
ま
ず
評
価
（
言

語
学
的
、
神
経
・
神
経
心
理

学
的
な
ど
）
を
行
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
失
語
症
の
タ
イ
プ

や
重
症
度
を
判
定
し
、
個
人

的
情
報
な
ど
も
加
味
し
て
今

後
の
治
療
・
訓
練
の
指
針
を

導
き
出
し
ま
す
。

言
語
的
評
価
は
、
初
回
に

お
お
ま
か
な
全
体
像
を
把
握

す
る
、
い
わ
ゆ
る
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
的
な
も
の
と
、
通
常

一
〜
二
時
間
程
度
を
要
す

る
、
総
合
的
に
言
語
機
能
を

み
る
た
め
の
失
語
症
検
査
と

が
主
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

言
語
機
能
に
は
、
話
す
・
書

く
・
聴
く
（
耳
か
ら
聴
い
て

そ
の
内
容
を
理
解
す
る
）
・

読
む
（
文
字
を
見
て
書
い
て

あ
る
内
容
を
理
解
す
る
）
の

四
つ
の
働
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
総
合
的
に
評
価
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

初
回
に
お
お
ま
か
な
把
握

を
す
る
場
合
、
な
る
べ
く
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
自
然
な
話
し

か
け
の
な
か
で
、
自
発
的
な

発
語
を
引
き
出
す
よ
う
に
心

掛
け
、
発
語
量
や
内
容
、
話

し
方
の
流
暢
性
、
こ
と
ば
が

出
に
く
い
時
の
動
作
や
書
字

利
用
な
ど
の
有
無
、
構
音
な

ど
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
。
一
般
的
に
は
、
名
前
や

年
齢
・
住
所
・
病
気
に
な
っ

た
時
の
こ
と
な
ど
を
聞
く
こ

と
か
ら
始
め
ま
す
。

ま
た
、
会
話
の
内
容
を
ど

の
程
度
理
解
し
て
い
る
か
も

重
要
な
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
す
。
よ
く
ご
家
族

の
方
が
、「
何
で
も
分
か
っ

て
い
る
け
ど
、
話
そ
う
と
す

る
と
言
葉
が
う
ま
く
出
て
こ

な
い
」
と
言
わ
れ
た
り
、
ま

た
、
患
者
さ
ん
自
身
も
周
り

の
問
い
掛
け
な
ど
に
対
し
て

「
う
ん
う
ん
」
と
上
手
に
う

な
ず
い
て
返
答
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
痴
呆
と
違
っ
て
そ
の

場
の
状
況
判
断
が
良
い
の

で
、
話
し
か
け
に
対
し
て
の

う
な
ず
き
な
ど
の
反
応
が
う

ま
く
、
本
当
は
理
解
し
て
い

な
い
の
に
一
見
理
解
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

総
合
的
に
言
語
機
能
を
み

る
た
め
に
、
よ
く
使
わ
れ
て

い
る
の
は
標
準
失
語
症
検
査

（S
L
T
A
：
S
ta
n
d
a
r
d

L
a
n
g
u
a
g
e
T
e
st

o
f

A
p
h
asia

）
で
す
。
こ
れ
は
、

聴
く
・
話
す
・
読
む
・
書
く

の
各
言
語
機
能
に
つ
い
て
、

一
文
字
か
ら
単
語
・
短
文
・

複
雑
な
文
レ
ベ
ル
で
の
成
績

を
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
し
て
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
図

一
）。
そ
し
て
こ
れ
を
参
考

に
し
て
失
語
症
の
タ
イ
プ
や

重
症
度
を
判
定
し
、
治
療
・

訓
練
へ
と
進
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
他
に
必
要

な
検
査
が
あ
れ
ば
、
症
例
に

応
じ
て
実
施
し
ま
す
。

治
療
・
訓
練
に
お
い
て

は
、
比
較
的
残
っ
て
い
る
能

力
を
活
用
し
つ
つ
、
障
害
さ

れ
た
能
力
を
引
き
上
げ
、
で

き
る
だ
け
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る

方
法
を
基
本
的
に
考
え
て
い

き
ま
す
。

シリーズ 

言
語
聴
覚
障
害
と
は
？
 

そ
の
②
 
症
例（
評
価
） 

●
「
失
語
症
」
に
つ
い
て
 

言
語
聴
覚
士
会
会
員
　
四
十
住
　
縁

（
珠
洲
市
総
合
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

標準失語症検査

久
し
ぶ
り
に
生
活
保
護
者
の

治
療
を
始
め
た
。
診
療
依
頼
書

を
持
参
、
来
院
し
て
か
ら
、
一

カ
月
経
過
し
て
も
医
療
券
が
送

ら
れ
て
こ
な
い
。
石
川
県
石
川

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
で
問
い
合
わ
せ
る
。
患
者
の

担
当
の
方
が
「
私
が
眼
鏡
を
か

け
た
先
生
に
医
療
券
を
直
接
手

渡
し
し
て
、
説
明
し
ま
し
た
」

と
答
え
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な

記
憶
は
な
い
。
も
う
一
度
確
認

す
る
と
、「
日
誌
に
よ
る
と
手

渡
し
し
て
、
手
続
き
の
変
更
に

つ
い
て
説
明
し
た
と
書
い
て
あ

る
。
そ
し
て
医
療
券
は
発
行
済

み
の
チ
ェ
ッ
ク
が
し
て
あ
る
」

と
答
え
ら
れ
た
。「
本
当
に
こ

ち
ら
に
来
ら
れ
た
の
で
す
か
。

い
つ
ご
ろ
で
す
か
。
郵
送
で
は

な
い
の
で
す
ね
。
私
は
眼
鏡
は

か
け
て
い
ま
せ
ん
」
と
も
う
一

度
念
を
押
す
。「
こ
ち
ら
の
間

違
い
か
も
し
れ
な
い
。
五
、
六

月
分
を
も
う
一
度
郵
送
し
ま

す
。
明
日
説
明
に
お
伺
い
し
ま

す
」
と
答
え
ら
れ
た
。
日
誌
に

書
い
て
あ
る
医
療
券
は
ど
こ
へ

行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
翌
日
、

生
活
保
護
法
医
療
券
と
生
活
保

護
法
給
付
券
送
付
書
が
郵
送
さ

れ
て
き
た
。
結
局
説
明
に
は
来

ら
れ
な
か
っ
た
。

今
年
四
月
か
ら
生
活
保
護
の

制
度
が
変
わ
っ
た
そ
う
だ
。
制

度
変
更
の
周
知
徹
底
が
な
さ
れ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
前
は

薄
紫
色
の
レ
セ
プ
ト
が
送
ら
れ

て
来
て
い
た
が
、
今
回
は
月
ご

と
に
異
な
る
記
号
番
号
が
送
ら

れ
て
き
て
、
一
般
の
レ
セ
プ
ト

に
転
記
す
る
方
法
に
変
わ
っ
た

そ
う
だ
。詳
細
は
分
か
ら
な
い
。

特
に
制
度
が
変
わ
っ
て
も
、
診

療
前
後
の
手
続
き
が
明
瞭
で
、

簡
単
で
あ
れ
ば
構
わ
な
い
。

一
般
健
康
保
険
と
同
じ
よ
う

に
保
険
証
の
形
が
取
れ
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

介護保険に携わる方々は 
ぜひ、一冊お求めください 

利用者とオンブズマンのための 

介護保険ガイド 
主な内容： 
①申請から利用までのポイント②要介護認定を上手に受けるコツ③介護サービス持ち
点の使い方④介護サービスの基準と料金⑤利用料減免と権利救済の仕方⑥不当な処
遇を受けないための知識⑦ケアプランと利用者の権利⑧審査請求と苦情相談の窓口
⑨介護保険を改善するための課題 
巻末資料： 
認定調査票／要介護認定基準時間の樹形図／要介護状態区分別状態像の例／居宅
サービス事業運営基準） 

●朝日 健二 著 
●桐書房刊 

●A5判256頁 

●定価1500円（送料・税別） 

●お申し込み・お問い合わせは 

石川県保険医協会まで 
TEL （076）222‐5373 
FAX （076）231‐5156 
E-mail： iskw_sugino@doc-net.or.jp

生
活
保
護
者
の
歯
科
治
療

会員投稿

手
続
き
を
も
っ
と
分
か
り
や
す
く
Y

小
島
　
登
（
内
灘
町
・
歯
科
）



北
陸
自
動
車
道
を
長
浜
イ

ン
タ
ー
で
降
り
、
国
道
八
号

線
を
木
之
本
方
面
へ
北
上
、

途
中
の
湖
北
町
で
山
側
へ
右

折
す
る
と
小
谷
城
へ
と
至

る
。小

谷
城
は
浅
井
亮
政
が
大

永
四
年(

一
五
二
四)

に
築
城

し
た
。
そ
の
後
、
久
政
、
長

政
と
三
代
、五
十
年
に
渡
り
、

京
極
氏
に
代
わ
っ
て
江
北
に

威
を
振
る
っ
た
浅
井
氏
の
居

城
で
あ
る
。
北
に
伊
吹
山
系

を
控
え
、
眼
下
を
北
国
脇
往

還
が
走
る
交
通
の
要
所
に
位

置
す
る
。
典
型
的
な
山
城
で

あ
る
が
、
山
頂
部
の
本
城
域

付
近
ま
で
舗
装
さ
れ
た
林
道

が
あ
り
、
車
で
登
る
こ
と
が

で
き
る
。

浅
井
氏
は
、
越
前
の
朝
倉

氏
の
援
助
を
受
け
て
、
長
政

の
代
に
は
北
近
江
支
配
を
確

立
す
る
。
朝
倉
氏
の
勢
力
は

越
前
一
国
に
と
ど
ま
ら
ず
、

南
加
賀
、
若
狭，

北
近
江
に

ま
で
及
ん
で
い
た
の
だ
。
長

政
は
永
禄
四
年(

一
五
六

一)

、
信
長
の
妹
で
東
海
一

の
美
女
と
い
わ
れ
た
お
市
と

婚
姻
す
る
。
信
長
は
永
禄
十

一
年(

一
五
六
八)

、
南
近
江

の
六
角
氏
を
一
蹴
し
て
上
洛

を
果
し
、
元
亀
元
年(

一
五

七
〇)

四
月
に
は
、
朝
倉
義

景
討
伐
に
若
狭
に
出
陣
し

た
。
こ
の
時
、
長
政
は
悩
み

ぬ
い
た
末
に
朝
倉
側
に
つ

き
、
信
長
は
金
ヶ
崎
に
お
い

て
腹
背
に
敵
を
受
け
、
撤
退

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

同
年
六
月
、
織
田
・
徳
川

連
合
軍
は
、
浅
井
・
朝
倉
連

合
軍
と
姉
川
で
激
突
す
る
。

こ
の
時
の
陣
形
は
織
田
軍
が

浅
井
軍
と
、
徳
川
軍
が
朝
倉

軍
と
闘
う
形
と
な
っ
た
。
浅

井
軍
は
奮
戦
し
、
織
田
軍
、

十
二
段
の
構
え
を
十
一
段
ま

で
攻
め
破
っ
た
。
し
か
し
朝

倉
軍
が
崩
れ
た
た
め
、
浅
井

軍
も
小
谷
城
へ
と
引
き
あ
げ

た
。
天
正
元
年(

一
五
七
三)

八
月
十
三
日
、
小
谷
城
救
援

に
布
陣
し
て
い
た
朝
倉
軍
が

越
前
へ
と
退
却
を
開
始
し

た
。
織
田
軍
は
こ
れ
を
猛
追

し
、
八
月
二
十
日
、
義
景
は

大
野
に
て
自
刃
す
る
。
そ
の

城
下
の
一
乗
谷
は
こ
の
日
ま

で
三
日
に
わ
た
り
放
火
さ
れ

壊
滅
す
る
。

八
月
二
十
八
日
、
長
政
は

お
市
の
方
と
三
人
の
娘
を
秀

吉
に
渡
し
切
腹
す
る
。
長
政

の
母
は
、
一
日
に
指
を
一
本

ず
つ
切
り
落
と
さ
れ
た
後
で

殺
さ
れ
、
九
歳
の
長
男
、
万

福
丸
は
関
ヶ
原
で
は
り
つ
け

に
さ
れ
た
。
翌
年
の
年
賀
の

席
で
信
長
は
、
浅
井
久
政
、

長
政
父
子
と
朝
倉
義
景
の
三

人
の
ド
ク
ロ
に
金
箔
を
施

し
、諸
将
の
前
で
披
露
し
た
。

小
谷
攻
め
で
大
功
の
あ
っ

た
秀
吉
は
、
浅
井
の
旧
領
、

湖
北
三
郡
を
与
え
ら
れ
居
城

を
琵
琶
湖
畔
の
今
浜
へ
移

し
、
信
長
の
長
を
取
り
地
名

を
長
浜
と
改
め
、
小
谷
城
下

町
も
移
転
さ
せ
た
。
ま
た
秀

吉
は
、
藤
堂
高
虎
、
片
桐
且

元
等
、
浅
井
家
旧
臣
を
多
数

召
し
抱
え
、
や
が
て
彼
ら
は

軍
団
の
中
核
を
な
す
。
小
谷

城
天
守
は
長
浜
城
へ
と
移
さ

れ
、
そ
の
後
、
彦
根
城
西
の

丸
三
重
櫓
と
な
り
今
日
に
至

る
。本

能
寺
の
変
の
後
、
明
智

光
秀
を
山
崎
の
合
戦
で
敗
っ

た
秀
吉
は
、
天
下
一
の
実
力

者
と
な
り
お
市
の
方
を
強
く

望
む
が
、
柴
田
勝
家
の
元
へ

嫁
ぐ
。
賤
ヶ
岳
の
敗
戦
後
、

北
の
庄
天
守
閣
に
お
い
て
、

お
市
の
方
は
炎
の
中
で
勝
家

と
共
に
自
害
し
た
。
残
さ
れ

た
三
人
の
娘
の
う
ち
、
お
市

の
方
の
面
影
を
一
番
強
く
残

す
長
女
茶
々
は
、
秀
吉
の
側

室
、
淀
殿
と
な
り
秀
頼
を
生

む
。
次
女
お
初
は
京
極
高
次

室
と
な
る
。

関
ヶ
原
の
合
戦
で
、
京
極

高
次
は
大
津
城
に
立
花
宗
茂

ら
西
軍
の
精
兵
一
万
五
千
を

引
き
つ
け
、
関
ヶ
原
へ
の
到

着
を
遅
ら
せ
東
軍
勝
利
の
一

因
を
な
す
。
三
女
お
督
は
徳

川
秀
忠
室
と
な
り
、
そ
の
長

女
千
姫
は
豊
臣
秀
頼
に
、
次

女
珠
姫
は
前
田
利
常
に
、
三

女
勝
姫
は
松
平
忠
直
に
、
四

女
初
姫
は
京
極
忠
高
に
、
五

女
和
子
は
後
水
尾
天
皇
へ
と

嫁
ぐ
。
男
子
は
三
代
将
軍
家

光
、
駿
河
大
納
言
忠
長
と
な

る
。
こ
う
し
て
浅
井
の
血
は

残
り
、豊
臣
の
血
は
絶
え
た
。

一
番
、
最
初
に
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
な
る
も
の
を
握
っ
た
の
は
、

今
か
ら
十
七
年
前
の
二
十
七
歳
の
と
き
で
あ
る
。
当
時
は
、

た
だ
ク
ラ
ブ
を
持
っ
て
い
る
だ
け
と
い
う
状
態
で
、
と
て
も

ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
い
ま
す
、
な
ど
と
は
言
え
な
い
悲
惨
な
も

の
で
あ
っ
た
。
練
習
は
ま
っ
た
く
と
い
う
ほ
ど
せ
ず
、（
年

に
一
〜
二
回
そ
れ
も
コ
ン
ペ
の
前
だ
け
）
ス
コ
ア
も
百
五
十

前
後
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

そ
ん
な
時
代
が
二
、
三
年
続
き
、
そ
の
後
、
病
気
に
な
っ

た
り
、
開
業
し
た
り
で
七
年
く
ら
い
ゴ
ル
フ
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
い
た
。

そ
し
て
三
十
七
歳
の
と
き
か
ら
、
ま
た
復
活
し
て
ま
じ
め

に
取
り
組
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。
一
年
後
に
百
を
切
り
、
二

年
後
に
は
な
ん
と
か
九
十
を
き
っ
た
が
、
そ
の
後
ス
ラ
ン
プ

に
落
ち
入
り
、
自
分
な
り
に
本
を
読
ん
だ
り
、
ビ
デ
オ
を
み

て
研
究
し
た
り
し
た
が
、
う
ま
く
い
か
ず
悩
み
に
悩
ん
だ
。

そ
こ
で
、
こ
れ
で
は
い
か
ん
と
思
い
先
輩
の
先
生
の
ご
紹

介
で
レ
ッ
ス
ン
プ
ロ
で
あ
る
成
田
プ
ロ
に
指
導
し
て
い
た
だ

い
た
の
で
あ
る
。
最
初
の
一
年
は
加
賀
に
あ
る
プ
ロ
の
練
習

場
ま
で
が
ん
ば
っ
て
通
い
、
そ
れ
こ
そ
夏
の
暑
い
日
も
冬
の

凍
っ
た
日
も
レ
ッ
ス
ン
日
に
は
か
か
さ
ず
一
時
間
か
け
て
い

っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
レ
ッ
ス
ン
の
成
果
が
実
っ
た
の
か
、
通
い
始
め
て
半

年
で
ハ
ー
フ
三
十
台
が
出
て
、
次
の
年
に
は
七
十
台
も
出
て
、

所
属
し
て
い
る
朱
鷺
の
台
か
ら
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ヤ
ッ
プ
十
二

を
い
た
だ
い
て
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

最
近
は
、
月
二
回
の
ペ
ー
ス
で
コ
ー
ス
に
行
っ
て
い
て
、

そ
の
内
一
回
は
月
例
に
出
て
い
る
。
私
に
と
っ
て
ゴ
ル
フ
は

仕
事
と
同
じ
く
ら
い
の
比
重
を
占
め
て
い
て
健
康
維
持
と
ス

ト
レ
ス
解
消
の
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

と
か
く
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
中
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
、

つ
い
つ
い
不
摂
生
に
な
り
が
ち
な
の
だ
が
、
今
で
は
、
好
き

な
パ
チ
ン
コ
も
や
め
、
タ
バ
コ
も
三
年
前
か
ら
や
め
て
夜
の

付
き
合
い
も
し
な
い
で
、
す
こ
ぶ
る
健
康
な
日
々
を
送
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
あ
ま
り
ゴ
ル
フ
に
ば
か
り
の
め
り
こ
ん
で
、
家

族
サ
ー
ビ
ス
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
り
、
仕
事
に
力
が
入
ら

な
い
よ
う
で
は
、
た
だ
の
ゴ
ル
フ
馬
鹿
で
ど
う
し
よ
う
も
な

い
の
で
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
こ
れ
努
め
て
い
る
。
将
来

は
妻
や
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
家
族
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み

た
い
と
思
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

囲 碁 
■出題者 
　七段  向井富治 （金沢市・内科） 

（解答は６面にあります） 

私の実戦からで白番です。 

原
稿
募
集
中
!!
 

　
旅
行
記
、趣
味
・
医
療
福
祉
に
つ
い
て
な
ど
、原
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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─3代・50年にわたる浅井氏の居城─ 

紺谷　信夫（松任市・内科） 
② 

滋賀県・小谷城へ 
会員リレーエッセイ ◆◆17◆◆

小谷城本丸跡にて。山上からは伊吹山や、琵琶湖を望見する。

私
と
ゴ
ル
フ

大
平
　
三
四
郎
（
金
沢
市
・
歯
科
）

●お申し込みは保険医協会まで　TEL076（222）5373

「歯周病と全身疾患の研究」シリーズの計画 
回 日　時 テ　ー　マ　／　講　師 

1

2

3

4

5

6

5月20日（土） 

6月17日（土） 

7月22日（土） 

8月26日（土） 

9月　9日（土） 

9月30日（土） 

●テーマ／糖尿病と歯周病 
●講　師／永井　幸広氏（金沢市民病院内科医長） 
●テーマ／女性と歯周病 
●講　師／朝本　明弘氏（県立中央病院産婦人科部長） 
●テーマ／骨粗鬆症と歯周病 
●講　師／木藤　知佳志氏（福井県立病院内科部長） 
●テーマ／心臓疾患と歯周病 
●講　師／柴山　真介氏（柴山クリニック院長） 
●テーマ／呼吸器疾患と歯周病 
●講　師／小川　晴彦氏（済生会金沢病院呼吸器科医長） 
●テーマ／タバコと歯周病 
●講　師／服部　真氏（城北病院副院長） 

★いずれも開催時間は午後7時～午後9時、会場は金沢都ホテルです。 




